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議員名 担当 
開催地区 細野小校区 

◎坂下 春則 司会進行 

参加人数 17 人  森田 哲朗 活動報告（総務文教） 

開 催 日 平成 28 年 7 月 20 日（水）  杉元 豊人     （経済産業） 

開催時間 午後 7 時～午後 8 時 40 分 吉藤 洋子     （市民厚生） 

会  場 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 南部いろり村 鎌田 豊数     （広報広聴） 
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鎌田 豊数 記録・報告書作成 

                      ◎班代表者 

意見交換会の内容     ※□市民の意見 ■議員の意見 

統一テーマ 「より豊かな市民生活の向上を目指して」 

～住民自治に根ざしたきずな協働体について～ 

～人口維持対策（雇用対策）について～ 

～子育て・少子化対策について～ 

【意見交換の概要】 

□企業誘致のためのＰＲ、環境の整備が必要ではないか。 

■行政でも工業団地の確保に動いていたが、調査の結果、状態が悪く、概算事業費も高額

になることから、事業を中止した。他の場所を探している。 

 

□働く場所がなければ、子育ての環境が整わない。介護施設を充実させるなど、雇用の確

保を図ってほしい。 

■既存の企業の拡大も重要と考える。また、コールセンターなどの誘致の話もある。議会

でも質していく。 

 

□保育料の無料化、給食費、小児医療費の支援は子育て中の親の支援になる。有効な子育

て支援をすべき。 

■市民厚生委員会が行った意見交換会でも、そのような意見が多かった。議会でも引き続

き議論していく。 

 

□奨学金制度を活用して、医師を育てる工夫、小林の人材が市立病院に帰ってくるような

工夫をするべき。行政も議会も努力が足りない。 

■小児科医、産婦人科医の確保については、今後も引き続き一般質問等で質していく。 

 

 

自由意見自由意見自由意見自由意見のののの交換交換交換交換                    ※□市民の意見 ■議員の意見 

□高齢化で個人では耕作できない農家が増加している。このような農地をＮＰＯ法人等、

数名の農家が共同で作業するような取り組みはできないか。 

様式１ 



□牧場の桜祭りの演芸場や弁当を広げられる場所、駐車場、トイレの整備をしてほしい。 

□貯筋体操を自主的に実施している。近い場所で実施できるよう、会場の確保、指導者の

育成、利用料金の無料化ができないか。 

□細野小の体育館の雨漏り対策、駐車場の整備をしてほしい。 

□中心市街地、地域観光交流センターについて、外から客を呼べる環境づくりをすべきで

ある。 

■一般質問や委員会審査を通して、地域の意見を伝えていく。 

 

議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告へのへのへのへの意見意見意見意見                 ※□市民の意見 ■議員の意見 

特になし 

 

 


